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し　な　の　き　ん　は　い

Trollius japonicus Mig

橙黄色の花をつける｡高山帯､亜高山帯の観閲な陸地に群生する多年草｡壮

大な山の自然に溶け込んだその柏観は私たちを夢幻の世界に誘引する｡うま

のあしかた科､北海道､本州中部以北に分布｡ (白馬岳にて､点周年8月)
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(9　　　　　　1956年8月15日
(第3撞垂臓物認可)

中性お花書､ハイマツ語義の間のなだらかな広がりに発達する｡手

前の白色の花はハクサンイチゲ｡中黒はハイマツ｡遠景は立山連峰

北アの高山植物
･･･････お花畑を尋ねて-･･･

およそ100万年前､籠三縄洪積曲こ北周榛の捕物がア

ジア大窪の東部を南下して､営時寒冷であった日本列島

に一様に分布してい:'こ｡その後､気麿の緩和によって､

南方の植物が技入し､高山に退いた植物が高山植物の祖

先となった｡こうして､長い間にある柄物は高山という

環境に適応しある瞳は絶滅し､進化の歴史をたどって

現在の高山植物が生れたので奉る｡自然はこれらの柄物

にさまざまな条件､環寛を創造する｡植物はそれに適応

し得る牛活範囲の限界を形造る｡高慶はその分布に大き

な影響を与える｡その結果､山地帯､亜高山帯､高山帯

の興る景観を現山させる｡多様な環窮要素の混合は多様

な騨著を樹曳し､ i;膚と統一のある自然の美しさ､鮮明

な色彩を透明な山の自然に放出する｡高山植物の魅惑は

氾激な｢割⊥ゆ環擬との講和の表れ打でもある｡

議鰯 
草原中に見られ､新宅､更新の-鄭皆を示している｡山地帯上部に

は樹高8m以上のツガ､ウラジロモミ､ブナなどの純林がよく発達

し､ムシが)､ミヤマカシス〆､ツクバネソウ､ツマ上りソウなど

が下草として見られる､この附迫に来ると始めて深山の空気に覆る
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高山帯の濃諾地に語生するチンゲルマ､花は帯黄白色

花が散ると長さ3cm語の淡紫福富の綿毛を生ずる｡

山地帯の植物
山地帯は瑳高500-1500

mの地域でミズナラ､クリ､カ

ェテ類､シラカンパなどの豊襲

詞　海空植物が減少し､殆んどが2

㌦　_8mの小形蓮空植物をもって

しめられる｡文この附道は伐採

水温の滝沢な基地に語生するミヤ　によってススキを主体とする草

マダイモンチ/ウ､白色花である　原がばかり､アカでツの雅樹が

ことができる｡

亜高山語の植物
この地帯を過ぎると雪渓から

反射する光が奇怪な様相をし

たダケカバを浮彫りにする亜

高山帯が現われる｡陽駒であ

るグケカバは好んで他の植物

が侵入しないような谷の部分

山繭の後に発生している｡そ

して､私たちを急に明るい匝

界に渇く｡そんな空気と対称

的に､同じ地帯にウツソウと

したシラビソ鼓はオオシラピソの純柄が安定した群落の寛容さをも

っtJ寧ろ｡あ+=りにはミネカエデ､ウラジロナナカマド､ミネサク

ラなどの潤菓関が散在し速をそえている｡亜高山帯はそこに生活す

る生物に週蛙の気震条件を調整し､オオバギボウシ､シラネアオイ

カニコウモリ､キヌカサ"ノウ､サンカヨウ､シラネワラビなどの大

形の潮生地を好む植物が音純なははえみをなげかけさせる｡水湿の

潤沢な叢地にはミヤマタイモンジソウ､イワオトギリ､ヒメスゲな

どが瀞牛している｡その魅力は-入出高山帯は倭形の挺空柄物が常

に一定した植生状熊を保ち私たちをそこに引きとめようとする｡こ

の亜高山帯の上部にダケカバ､シラピソなどの奇形半香木がその部

分-薄にb,,上り巾100m-200mをもって高山をとりまき､あ

るいは寄喬木が偶圃的に発達している地帯がある｡かよ引ここれら

の植物は激しい諸条件に耐えながらも生存のためにあらゆる可能性

を見出し､生活しているのである｡
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クロユリ､分布は北海道､本州中北部､高

山帯の草原に疎生し､花は紫色､ユi)科｡
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亜高山､高山帯の草地に分布するウルマユ

リ､花蓋は橙赤色で異臭を放つ､ユリ科｡

高山帯の植物
多くの場合喬木限界線

2 500m以上に発達

する詳叢である-イマ

ツは高山帯の象徴とし

て､未詳叢をなし､そ

の間にはミヤマ-ンノ

キ､ミヤマヤナギなど

埋高山では小喬木状の

植物が濯木型となり混

生し､シラピソ､コメk

ツガなどの後節の混生

も見られる｡ -イマツ

の樹下には普通-クサ

ンシヤクナゲ､コケモ

モ､コメバツかサクラ

ガンコウランなどが瀞

坐し､それに暖みを与

える｡これらの濯木の

隙間は殆んど接小港木

草木をもって埋められ

る｡この部分こそ高山

植物の咲き乱れる美し

い豊麗なのである高山

植物の最適の時期は7

月中旬より8月上旬に

かけてであり､そして

この豊麗が色どられる

時なのである｡

濾性お花畑 残雪から流れ出る水があたりを潤し､流水や池の近

くの沌潤な部分にはイワイチョウ､ハクサンコサクラ､ -クサンオ

オバコ､チンゲルマ､ノ､クサンチドリ､ムシ下りスミレ､ユキワリソ

ウ､ -'1カネイなどが白､淡紅の溢れ藷んばかりの花をつけ一面なた

らかな斜面を囲め尽す｡柔

らげなこれらの植物は激し

い高山の気候に耐えながら

残雪､霧のおき起る谷間の

向うの峻峰を背景に生命の

美しきを表現しているかの

ようだ｡高山植物は極めて

短く､美しい生命を矯い期

間に表現する｡そのいぶま

は順応の餅さを思せさせず

にはいられないこうして短

い生命は落雪の後を追lへ　高山帯又は亜高山帯の水爆十分な地に

降雪と共に終るのである｡生じ紫色花をつけるミヤマilンドゥ｡

高山苗の乾燥しない草地に生ずるヨツバンオガマ｡紅紫色の花をつける｡糞

は一節に3-6信輔生する｡北海道､本州中北部に分布､ごまのはぐさ科｡

串牲お花畑
適量の地下水に恵まれた場所にはクロユリ､クルマ

ユリ､ハクサンイチゲ､ウサギギク､コツパシオガマ､ -クサシフ

ウロ､シロウマオウギ､ミヤマキシポウ〆､シナノキンパイ､キレ

パハクサンボウ7ウ､ミヤマメシダなどが混生或は群生する｡この

一面紫､紅､白､黄の絢爛としたお花畠が顔前に迫り､自然の美し

さに妙引されるばかりで

ある｡

乾性お花揖

の乾燥した地域に足を伸

すと､チシマギキヨウ､

ウルツプソウ､コケモモ

欠カネツメクサ､ゴメス

スキ､ミヤマリンドウな

どの小形の可愛らし一､.

しかも力強さを感じさせ

る茸本が､疎に多様な色

彩を散りばめろ｡このよ

うな植物の分布の状登から分るよ引こ植物群孝の形成は水分の多寡

により安部されることが大きい｡水分の最も少い砂轢地､岩石地に

はコマクサ､タカネスミレ､イワウメ､コメバツガ'･サクラ､オオツ

ガサクラ､チョウノスケツウ､シブタンソウ､チシマアマナなどが

生育していろ｡砂謀の隙間から茎を伸し葉に強い光を受け､或は抵

雨と寒さと戦い､生命の神秘さを約諾の空に包みながち､清く生き
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高山帯の潤湿地iこ詩生するオオツガザクラ､花冠は帯紅色を呈す｡
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高山帯の岩石地に多く､わずかな岩険にも生えるが､砂礫地や草地にも見られるタカネッメ

クサ､白色の花をつける｡本州中北部に分布､ナデシコ科､遠景は杓子岳､白馬ヤリ岳｡
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議並籍

高山帯の砧礫地に生育するコマクサ､紫紅色の花をつける､ケン料

延びる南山植物の陶ま私たちを純粋なul'界に導く力を荒rjに----こなえ

ている｡これらの植物の力強さは過去に於いて彼等が経験し一二坂元

的な生命の表あれで吃ある｡地上部に比べ長大な蚊を土中深く伸し

外形は縮小し､葉は反捲､肥厚し､多毛､薬の表面はクチタラ化し

蒸散を制限する｡そして彼等ま急敬な環境の変化に耐え､生活を円

滑に運ばれるよう努力しているのである｡宇部こも述べ"こように働高

は山地帯上部で最高となり､亜高山帯に入ると急に減じ､その高さ

を保ち､高山帯となって著しく低くなる｡これと反比例して､コメ

バツガサクラ､ガンつウラン､チンダルマ､ツガサクラなど地表性

柄物が丑の高山帯下部よりその密慶を増し､高山帯に至って著しい

増大が見られる｡このことによっても高山帯の環擬に適応した高山

植物の姿を想像することができる｡高山植物の殆んどすべては多年

性の半地中或は地中植物である｡それは高山諸条件の圧迫に対する

摂抗の姿でもある｡

亜　恒　雪　帯　の　植　物

気候的雪線附通まで到達する亜恒雪帯といわれる部分は中部高山

おしらせ　本紙の購読を御希望の方には実費1部10円

でおわけします｡但し遠方の方は郵送料の実費をいた

だきます　　　　　　　　　　大町山岳博物舘後援会

高山帯の岩轢地に生ずるチシマキキョウ､黛璧

色の花をつけ､花冠籍に白い､長い毛がある｡

に於いては殆んど見られないが局部的にこれ

らに相当する群叢が見られる｡この辞叢はイ

ワヒデ､イワッメクサ､ミヤマタネツケバナ

イワキキヨウなど倭小港木､小輩木の疎生､

或は君臨植物として点在している｡彼等の生

命は非常な力を持って､自己の生命の繁栄のために新環塙を求めて

新しく､美しい世界を創造する｡その純粋な叫びは白銀の隆々に共

鳴し､更に美しい生命をそこに作り出すので奉る｡咲きほころ高山

植物､さまざまの表情は彼等のおかれている環境を語り､彼等の苦

痛を訴え､夢想し､それに酎い､理想にもう一歩近ずこうと努力し

ているかのようだ｡

博物館後援会員募集

博物館後援会の会員を募集しています｡年額千国を納める団体なら

びに､年額三百円以上を納める個人を正会員といたします｡会員に

は次のような特典があります｡

1､博物館の諸指薯､行事を通知し参加の優をほかる｡

2､毎月ミやまと博物館ミを配布する｡

3､団体には講師､指導者派遣の求めに応じる｡

4､博物館に支障のない限り､博物館の資料(標本､図毒､写真､

図版等)器具の借り出しをあっせんする｡

5､その他博物館で踵名同定､研究指導など諸種の便宜を引するあ

っせんをする｡

6､いつでも博物館を無料で観揖できる｡

編集後記　夏山に涼を求めて入市する人は戦後最高という

物凄さ｡白馬､烏帽子方面は連日登山者で張っています｡登山され

た想い出と､いろいろの都合で登山できない方への､せめてもの贈

りものと､今月は高山植物の特集を発行しました｡ ▲本館の新築工

事は着々と進められ､ 10月の末には完成される予定です｡本館は第

3次5ケ年計画に塞いて､拡張整備が行われていますが､ここ数年の

間には完慌された博物館ができ上るものと期待されています｡ ▲第

8号は予定どおり20日に発行されます｡
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